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特
別
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展



ご
あ
い
さ
つ

諫
早
の
歴
史
は
、
数
々
の
遺
跡
に
よ
り
旧
石
器
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
鎌
倉
時
代
の
文
書
に

「
伊
佐
早
村
」
の
地
名
が
初
め
て
登
場
し
、
そ
の
後
、「
伊
佐
早
庄
」
と
い
う
荘
園
が
成
立
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

天
正
十
八
（
一
五
九
○
）
年
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
こ
の
地
を
治
め
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
の
が
龍
造
寺
家
、
後
の
諫
早

家
で
す
。
現
在
我
々
が
住
む
「
諫
早
」
が
大
ま
か
な
行
政
区
域
と
し
て
成
立
し
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
と
き
だ
っ
た

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

さ
て
諫
早
家
は
、
天
正
十
五
（
一
五
八
七
）
年
初
代
家
晴
公
か
ら
第
十
六
代
一
学
公
ま
で
約
二
八
○
年
に
わ
た
り

こ
の
諫
早
の
地
を
治
め
ら
れ
、
こ
の
間
の
出
来
事
は
「
日
記
（
日
新
記
）」
な
ど
の
文
書
に
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
島
原
の
乱
へ
の
参
陣
や
外
国
船
の
来
航
に
備
え
た
「
長
崎
警
備
」、
諫
早
一
揆
、
眼
鏡
橋
架
橋
な
ど
の
大
き

な
出
来
事
の
ほ
か
に
も
、
正
月
に
は
約
七
千
人
も
の
庶
民
を
屋
敷
に
招
い
て
食
事
を
振
舞
わ
れ
る
な
ど
、
領
民
と
は

深
い
き
ず
な
で
結
ば
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
諫
早
市
美
術
・
歴
史
館
の
開
館
を
記
念
し
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
特
別
企
画
展
と
し
て
「
諫
早
家
ゆ
か

り
の
品
々
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
展
示
品
は
諫
早
市
郷
土
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
や
、
甲
冑
、
仏
像
、
絵
画
、

調
度
品
な
ど
、
代
々
大
切
に
保
存
さ
れ
、
企
画
展
の
た
め
に
特
別
に
協
力
い
た
だ
い
た
も
の
、
ま
た
、
諫
早
図
書
館

と
の
連
携
に
よ
る
貴
重
な
資
料
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

数
百
年
の
時
を
経
て
現
代
ま
で
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
諫
早
の
歴
史
や
美
術
、
文
化
を
感
じ
て

い
た
だ
き
、
郷
土
を
愛
す
る
心
や
市
民
と
し
て
の
誇
り
、
未
来
を
創
造
す
る
力
を
育
ん
で
い
た
だ
く
機
会
と
な
れ
ば

幸
い
に
存
じ
ま
す
。

最
後
に
、
本
特
別
企
画
展
の
開
催
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
に
つ
き
ま
し
て
様
々
な
か
た
ち
で
ご
協
力
い
た
だ
い

た
関
係
機
関
、
お
よ
び
関
係
の
方
々
に
、
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

諫
早
市
長



開
催
に
よ
せ
て

諫
早
市
美
術
・
歴
史
館
の
開
館
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
栄
え
あ
る
開
館
記
念
の
展
示
と
し
て
、
諫
早
家
に
関
わ
り
の
深
い
品
々
が
一
堂
に
会
し
、
み
な
さ
ま
の
ご
高

覧
に
供
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
こ
と
を
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
展
示
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
品
々
を
代
々
守
り
伝
え
て
こ
ら
れ
た
方
々
、
ま
た
、
今
回
の
展
を
企

画
し
、
展
の
実
現
へ
向
け
て
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

亡
父
諫
早
英
雄
は
、
諫
早
史
談
会
の
山
部
淳
先
生
の
ご
助
力
の
も
と
に
、
平
成
四
年
か
ら
三
年
間
に
渡
り
、
第
十

一
代
茂
圖
公
の
歌
集
『
柴
小
舟
』
と
『
友
小
舟
』
を
「
諫
早
史
談
」
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
折
、

「
原
本
の
美
し
い
毛
筆
を
た
ど
っ
て
御
覧
頂
く
」
こ
と
が
で
き
れ
ば
…
、
と
述
べ
て
お
り
ま
し
て
、
今
回
の
展
で
み

な
さ
ま
に
間
近
に
原
本
を
見
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
、
こ
と
の
ほ
か
喜
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

手
か
ら
手
へ
守
り
伝
え
ら
れ
、
何
百
年
も
の
時
間
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
今
に
至
っ
た
も
の
の
前
に
立
ち
ま
す
と
、
言

葉
に
で
き
な
い
畏
敬
の
念
を
お
ぼ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
美
術
的
、
象
徴
的
な
価
値
、
あ
る
い
は
、
歴
史
を
記
録

し
、
証
す
る
も
の
と
し
て
の
価
値
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
て
き
た
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
価
値
と
い
い
ま
す
も

の
も
、
先
人
の
営
み
を
尊
び
、
遺
さ
れ
た
も
の
を
か
け
が
え
な
く
思
う
心
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
最
新
の
展
示
設
備
に
迎
え
ら
れ
て
、
誇
ら
し
く
座
す
る
古
い
も
の
た
ち
は
、
そ
う
し
た
温
か
い
思
い
に
包
ま

れ
て
き
た
よ
う
に
見
え
て
ま
い
り
ま
す
。

伝
え
ら
れ
た
も
の
を
通
し
て
、
な
に
を
受
け
継
ぎ
、
な
に
を
託
さ
れ
た
と
感
じ
る
か
は
、
一
人
ひ
と
り
の
課
題
と

思
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
歴
史
を
通
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
一
人
ひ
と
り
に
宛
て
た
贈
物
が
手
渡
さ
れ
る
と
言
っ
て

も
い
い
で
し
ょ
う
。
諫
早
市
に
新
し
く
開
か
れ
ま
し
た
美
術
・
歴
史
館
が
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
贈

物
を
受
け
取
る
場
所
と
な
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
諫
早
家
第
二
十
一
代
当
主
）
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○本図録は諫早市美術・歴史館が、平成26年3月1日（土）から4月29日（火）まで開催する開
館記念特別企画展「諫早家ゆかりの品々展」の解説図録である。
○本図録の図版番号は、企画展会場の陳列の順序とは必ずしも一致しない。
○本図録に掲載されていても、展示替えや資料の状態のために展示されていない資料もある。
○作品解説は、番号、名称、時代、法量、所蔵者、解説の順に記した。なお、個人名は記さず「個
人蔵」とした。
○領主の名前は旧字体とした。
○掲載資料のうち、本市所蔵のものの多くは故諫早英雄氏、小野昭子氏から寄贈いただいたもの
である。
○本図録の編集・構成・執筆は、諫早市美術・歴史館の川瀬雄一、織田武人、川内知子、大島大
輔、諫早市教育委員会文化課の野澤哲朗、諫早市立諫早図書館の橋本桂一が担当した。
○本図録に収録した写真は諫早市企画政策課が撮影した。ただし「伝シーボルト諫早侯献上ギヤ
マン酒次セット」については所蔵者である長崎歴史文化博物館、「明珍作うこん威甲冑 一領」
（表紙写真）については株式会社昭和堂から提供を受けた。
○本図録の作成にあたり、諫早史談会会長 古賀力氏の寄稿をいただいた。



九
州
に
お
け
る
龍
造
寺
氏
の
興
亡
と
諫
早
氏

諫
早
史
談
会
会
長

古

賀

力

出
自龍

造
寺
氏
の
出
自
は
藤
原
氏
の
流
れ
を
汲
む
藤
原
季
家
が
鎌
倉
幕
府
よ
り
肥
前
国
小

津
郡
龍
造
寺
村
の
地
頭
職
に
任
ぜ
ら
れ
、
龍
造
寺
氏
を
称
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
室
町

時
代
末
期
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
本
流
で
あ
る
村
中
龍
造
寺
氏
が
当
主
の
死
な
ど
で

衰
え
た
た
め
、
水
ヶ
江
龍
造
寺
氏
が
最
も
力
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

龍
造
寺
氏
の
隆
盛
と
衰
退

応
仁
の
乱
以
降
続
い
た
戦
国
時
代
も
終
わ
ろ
う
と
す
る
頃
、
九
州
で
は
肥
前
の
戦
国

大
名
龍
造
寺
隆
信
が
少
弐
氏
、
大
友
氏
等
と
争
い
な
が
ら
勢
力
を
拡
大
し
つ
つ
あ
り
、

に
さ
か

大
友
氏
と
通
じ
軍
を
起
こ
し
た
高
来
の
有
馬
氏
と
は
永
禄
五
（
一
五
六
二
）
年
丹
坂
の

合
戦
で
勝
利
を
収
め
、
一
時
は
肥
前
の
杵
島
、
藤
津
の
両
郡
ま
で
勢
力
を
拡
げ
て
い
た

有
馬
氏
は
以
後
次
第
に
勢
力
を
失
い
、
島
原
半
島
に
撤
退
す
る
こ
と
と
な
る
。
天
正
五

（
一
五
七
七
）
年
に
は
西
南
肥
前
の
制
圧
を
目
指
し
て
各
所
に
侵
攻
し
伊
佐
早
の
西
郷

純
堯
も
配
下
に
収
め
る
。
後
に
諫
早
氏
初
代
と
な
る
龍
造
寺
家
晴
は
隆
信
の
も
と
で
常

に
軍
勢
の
中
心
的
存
在
と
し
て
活
躍
し
、
天
正
八
（
一
五
八
〇
）
年
隆
信
は
肥
後
征
討

の
後
、
家
晴
を
肥
後
南
関
の
地
に
配
し
肥
後
、
薩
摩
に
備
え
た
。

や
が
て
隆
信
は
佐
嘉
を
中
心
に
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
・
肥
後
・
豊
前
・
壱
岐
・
対
馬

の
太
守
を
称
し
、
薩
摩
の
島
津
氏
と
九
州
を
二
分
す
る
力
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
島
津

氏
と
通
じ
再
び
不
穏
な
動
き
を
見
せ
る
有
馬
氏
に
対
し
、
天
正
十
二
（
一
五
八
四
）
年

な
わ
て

隆
信
は
自
ら
大
軍
を
率
い
て
出
陣
し
た
。
有
馬
、
島
津
の
連
合
軍
と
島
原
の
沖
田
畷
で

会
戦
し
、
隆
信
が
討
死
す
る
と
、
こ
れ
が
そ
の
後
の
龍
造
寺
氏
衰
退
に
つ
な
が
っ
て
ゆ

く
こ
と
に
な
る
。

隆
信
亡
き
後
、
龍
造
寺
政
家
及
び
一
門
・
重
臣
は
合
意
の
も
と
に
鍋
島
直
茂
と
起
請

文
を
交
わ
し
、
直
茂
に
龍
造
寺
氏
に
よ
る
領
国
支
配
権
を
委
任
し
て
い
る
。

鍋
島
氏
の
台
頭

こ
の
頃
中
央
に
あ
っ
て
は
織
田
信
長
亡
き
後
、
時
流
に
乗
っ
て
天
下
統
一
を
目
指
す

豊
臣
秀
吉
が
着
々
と
そ
の
施
策
を
す
す
め
、
天
正
十
四
（
一
五
八
六
）
年
大
友
氏
、
龍

造
寺
氏
に
島
津
討
伐
の
軍
を
起
こ
す
よ
う
使
者
を
さ
し
む
け
る
。
翌
天
正
十
五
（
一
五

八
七
）
年
秀
吉
は
配
下
の
大
名
を
従
え
て
出
陣
し
筑
後
高
良
山
に
本
陣
を
構
え
た
。
龍

造
寺
一
統
は
大
友
氏
の
侵
攻
に
対
応
す
る
た
め
結
ん
で
い
た
島
津
氏
と
の
和
議
を
破
棄

し
て
島
津
討
伐
軍
に
加
わ
っ
た
。
こ
の
時
秀
吉
は
隆
信
亡
き
後
、
後
継
の
政
家
に
龍
造

寺
一
統
を
統
率
し
て
ゆ
く
器
量
が
な
い
と
み
た
の
か
一
統
の
中
で
政
略
、
武
略
に
並
々

な
ら
ぬ
力
量
を
示
す
鍋
島
信
生
（
直
茂
）
を
重
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
圧
倒
的

な
秀
吉
の
侵
攻
の
前
に
さ
す
が
の
島
津
義
久
も
降
伏
し
、
和
議
と
な
り
決
着
し
た
。
秀

吉
は
参
戦
し
た
諸
将
に
領
地
配
分
を
行
い
龍
造
寺
政
家
、
鍋
島
信
生
（
直
茂
）
に
も
そ

れ
ぞ
れ
朱
印
状
が
下
付
さ
れ
た
。

龍
造
寺
家
晴
、
伊
佐
早
入
部

龍
造
寺
家
晴
が
本
拠
と
し
た
筑
後
柳
河
の
地
は
家
晴
に
は
配
分
さ
れ
ず
立
花
宗
茂
に

配
分
さ
れ
る
。
そ
こ
で
家
晴
は
帰
陣
途
中
の
秀
吉
を
長
門
の
赤
間
ヶ
関
（
下
関
）
ま
で

5



追
い
か
け
愁
訴
。
こ
れ
に
よ
り
肥
前
伊
佐
早
の
領
主
西
郷
信
尚
に
換
え
て
龍
造
寺
家
晴

に
そ
の
領
地
（
二
万
二
千
五
百
二
石
五
斗
）
を
配
分
す
る
朱
印
状
が
下
付
さ
れ
た
。
諫

早
家
に
伝
わ
っ
た
『
西
郷
記
』
に
よ
る
と
天
正
十
五
（
一
五
八
七
）
年
七
月
信
重
（
家

晴
）
は
、
領
地
明
け
渡
し
に
応
じ
な
い
西
郷
氏
に
対
し
て
軍
勢
を
率
い
て
伊
佐
早
に
討

ち
入
る
。
敗
れ
た
西
郷
氏
は
島
原
へ
敗
走
し
、
一
度
は
反
撃
す
る
が
再
び
敗
れ
、
こ
れ

よ
り
明
治
維
新
に
よ
る
封
建
時
代
が
終
わ
る
ま
で
諫
早
氏
を
称
し
た
領
主
の
時
代
が
続

く
こ
と
と
な
る
。

佐
嘉
の
領
主
は
隆
信
亡
き
後
、
子
の
龍
造
寺
政
家
が
継
い
だ
が
鍋
島
信
生
（
直
茂
）

が
豊
臣
秀
吉
の
承
認
で
佐
嘉
を
治
め
、
軍
役
も
代
行
す
る
な
ど
事
実
上
の
領
主
と
な
っ

て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

文
禄
・
慶
長
の
役

豊
臣
秀
吉
が
明
征
服
の
目
的
で
起
こ
し
た
文
禄
・
慶
長
の
役
に
は
、
龍
造
寺
信
重
は

文
禄
元
（
一
五
九
二
）
年
加
藤
清
正
を
将
と
す
る
第
二
軍
に
編
成
さ
れ
た
鍋
島
直
茂
率

い
る
佐
嘉
勢
の
部
将
と
し
て
参
戦
し
て
い
る
。
戦
役
は
慶
長
三
（
一
五
九
八
）
年
八
月

十
八
日
秀
吉
の
死
去
に
よ
っ
て
終
息
を
む
か
え
た
が
、
こ
こ
で
歴
史
の
大
き
な
変
換
点

を
迎
え
る
。

織
豊
時
代
か
ら
徳
川
時
代
へ

豊
臣
政
権
の
内
紛
に
端
を
発
し
た
大
名
同
士
の
対
立
は
、
関
ヶ
原
の
戦
に
於
い
て
徳

川
家
康
率
い
る
東
軍
の
勝
利
で
終
わ
る
。
鍋
島
勝
茂
は
西
軍
に
味
方
し
伏
見
城
攻
撃
な

ど
に
参
加
し
た
た
め
大
名
と
し
て
大
き
な
危
機
を
迎
え
る
。
し
か
し
筑
後
柳
河
の
立
花

宗
茂
を
攻
略
す
る
こ
と
を
条
件
に
本
領
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

龍
造
寺
本
家
の
断
絶

慶
長
十
二
（
一
六
〇
七
）
年
三
月
龍
造
寺
高
房
は
、
夫
人
を
刺
殺
し
自
ら
も
自
殺
を

図
っ
た
が
未
遂
に
終
わ
る
。
一
時
回
復
に
向
か
っ
た
が
経
過
悪
く
九
月
に
死
去
し
た
。

後
を
追
う
よ
う
に
父
政
家
も
十
月
に
死
去
し
、
龍
造
寺
本
家
は
断
絶
し
た
。

本
家
断
絶
に
伴
い
公
儀
は
龍
造
寺
一
門
の
信
重（
諫
早
）・
安
順（
多
久
）・
信
照（
須

古
）
を
江
戸
に
呼
び
寄
せ
龍
造
寺
本
家
の
家
督
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
徴
し
た
。
三
人

は
鍋
島
と
の
血
縁
関
係
や
、
直
茂
の
龍
造
寺
家
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
働
き
を
あ
げ
て
直
茂

こ
そ
家
督
を
継
承
す
る
に
相
応
し
い
と
説
明
し
、
し
か
し
高
齢
で
あ
る
た
め
そ
の
子
勝

茂
に
相
続
さ
せ
る
べ
き
と
進
言
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

佐
賀
藩
の
成
立
と
諫
早
領

佐
賀
藩
は
慶
長
十
（
一
六
〇
五
）
年
か
ら
慶
長
十
五
（
一
六
一
〇
）
年
に
総
検
地
を

行
い
三
十
五
万
七
千
三
十
六
石
五
斗
九
升
九
合
を
打
出
し
た
。慶
長
十
八（
一
六
一
三
）

年
公
儀
は
こ
れ
を
公
認
し
安
堵
の
朱
印
状
が
交
付
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
肥
前
佐
賀
藩
三

十
五
万
七
千
三
十
六
石
の
近
世
大
名
が
誕
生
し
た
。

佐
賀
藩
の
支
配
体
制
は
本
藩
・
三
家
・
親
類
・
親
類
同
格
・
家
老
・
着
座
で
構
成
し
、

親
類
同
格
に
は
諫
早
・
武
雄
・
多
久
・
須
古
が
龍
造
寺
系
重
要
家
臣
と
し
て
配
さ
れ
、

伊
佐
早
の
地
は
龍
造
寺
か
ら
諫
早
に
改
姓
し
た
諫
早
氏
が
知
行
す
る
佐
賀
藩
諫
早
領
と

な
っ
た
。
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天
正
十
五（
一
五
八
七
）年
、諫
早
家
初
代

龍
造
寺
家
晴
公
は
伊
佐
早
の
新
た
な
領

主
と
な
り
、第
二
代
直
孝
公
の
時
に「
諫

早
」と
改
姓
し
た
。慶
長
十
二（
一
六
〇

七
）年
に
佐
賀
鍋
島
藩
が
成
立
、元
禄
十

二（
一
六
九
九
）年
、諫
早
家
は
須
古
、多

久
、武
雄
と
並
び
龍
造
寺
系
の
四
家
の
一

つ
と
し
て「
親
類
同
格
」に
位
置
づ
け
ら
れ

た
。以
降
、明
治
維
新
ま
で（
第
十
六
代
一

学
公
）諫
早
家
は
領
主
と
し
て
約
二
八
〇

年
間
に
わ
た
って
こ
の
地
を
治
め
た
。

こ
こ
で
は
豊
臣
秀
吉
が
天
正
十
八（
一
五

九
〇
）年
三
月
に
家
晴
公
に
出
し
た
朱
印

状
の
レ
プ
リ
カ
、同
年
一
月
に
高
房（
龍
造

寺
隆
信
の
孫
）に
出
し
た
朱
印
状
な
ど
、近

世
諫
早
の
な
り
た
ち
に
関
わ
り
が
大
き
い

資
料
を
展
示
し
た
。歴
代
領
主
の
う
ち
、

六・八・十
二・十
三・十
四
代
領
主
や
そ
の

室
な
ど
の
肖
像
画
は
保
存
状
態
が
良
い
貴

重
な
史
料
で
あ
る
。当
時
の
人
物
の
表
情

や
服
装
な
ど
が
視
覚
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、背
景
に
描
か
れ
て
い
る
調

度
品
か
ら
も
主
題
と
な
る
人
物
の
人
と
な

り
が
浮
か
び
上
が
る
。諫
早
の
地
を
治
め
、

歴
史
を
見
つ
め
、領
民
に
尽
力
し
て
き
た

領
主
の
す
が
た
を
鮮
明
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

「諫早茂圖像」
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龍造寺御系図（写）
天保3（1832）年
縦31．0cm 横21．0cm
諫早市立諫早図書館蔵

諫早家は水ヶ江龍造寺の流れ
をくむ家系である。天保3
（1832）年の写本で、藤原秀
郷より高房までの系図が書か
れており、諫早家も初代家晴
公、2代直孝公の記載がある。

1

諫早家系図
安政5（1858）年・明治時代
縦27．0cm 横20．0cm
諫早市立諫早図書館蔵

安政5（1858）年什物方差出
の記録で、初代家晴公から第
14代茂孫公までの系図と、そ
の後追録されたと思われる第
19代不二雄氏までの系図が書
かれている。

2

山鹿郡之絵図：南関手永絵図
江戸時代カ 縦107．0cm 横91．0cm 熊本学園大学付属図書館蔵

龍造寺家晴公は天正8（1580）年に南関（熊本県玉名郡南関町）に滞留していたといわれている。家晴公は龍造
寺隆信のもとで常に軍勢の中心的存在として活躍し、天正8（1580）年隆信は肥後征討の後、家晴公を南関の地

イヤ ハル

に配し肥後、薩摩に備えた。絵図には「弥原堤」、「家治館」、「大津山資冬竜造寺隆信ニ属〆肥前佐賀ヘ在リケル
トキ竜造寺安房守家治此所ニ住ス」と記載されている（拡大図中央）。

3

拡大
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①

②⑥ ⑤

④

③

大村市

諫早市

雲仙市

佐賀県太良町

長与町

長崎市

時津町

（現在の諫早市）

元禄図
元禄10（1697）年カ 諫早市立諫早図書館蔵

作成年代は判然としないが、『家系事蹟』の元禄10（1697）年の条に「諫早地輿ノ図成」とあるのがこの絵図と
思われる。絵図は佐賀藩に提出しているので原本の写しと思われる。様々な色で彩色されており、道筋や河川は
もちろんのこと寺社・城跡・地名・一里塚等が書かれている。特に慶長・元和と三部上知により諫早領内に佐賀
藩、佐賀藩深堀領、佐賀藩家臣の領地が存在するため、それらの土地と諫早領の土地は複雑に描かれている。
※絵図名の（ ）内は諫早市立諫早図書館の史料名である。

4

②元禄図（諫早領内大地図）縦363．0cm 横207．0cm

（図中の番号は各絵図の番号と一致する）

①元禄図（領内部分図［旧図］）縦218．0cm 横330．0cm
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③元禄図（領内南部分図）縦340．0cm 横462．0cm

④元禄図（領内部分図）縦200．0cm 横266．0cm
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⑤元禄図（領内部分図）縦222．0cm 横320．0cm

⑥元禄図（矢上久山地図）縦243．0cm 横323．0cm
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領
知
方
目
録

一

壱
万
四
千
八
百
弐
石
八
斗

た
か
く
郡
内
伊
左
早
庄

一

弐
千
弐
百
五
石
五
斗

藤
津
郡
内

一

九
百
九
拾
壱
石

そ
の
き
郡
内

一

四
千
五
百
参
石
壱
斗

小
城
郡
内

合
弐
万
弐
千
五
百
弐
石
五
斗

右
於
肥
前
國
令
扶
助
能
全
可
領
知
然
上
者

藤
八
郎
致
隋
逐
軍
役
ホ
可
相
働
者
也

天
正
十
八
年
三
月
七
日

御
朱
印

龍
造
寺
七
郎
左
衛
門
と
の
へ

豊臣秀吉朱印状（写）
天正18（1590）年3月7日 縦38．5cm 横52．5cm 個人蔵

豊臣秀吉が龍造寺七郎左衛門（家晴）へ出した知行目録の写しである。
これにより、龍造寺家晴は22，502石5斗が安堵されたことがわかる。

5
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豊臣秀吉朱印状（写）
天正18（1590）年1月8日 縦31．5cm 横152．7cm 徳養寺蔵

豊臣秀吉より龍造寺藤八郎（高房・龍造寺隆信の孫）に宛てた朱印状の写しである。「肥前国秀吉公知行割之書
附」（包紙）、「肥前国龍造寺藤八郎知行割之事」の書き出しから始まる。龍造寺高房をはじめとする龍造寺家の
家臣の知行割が書かれており、309，902石が安堵されたことがわかる。

6

豊臣秀吉朱印状（写）
天正15（1587）年カ11月15日 縦18．6cm 横103．8cm 徳養寺蔵

豊臣秀吉から龍造寺七郎左衛門（家晴）に宛てた朱印状の写しである。龍造寺家晴が肥後一揆鎮撫に赴いている
際に西郷が攻め入ったことへの憂いと西郷氏を討ち果たすとの内容が書かれている。

7

豊臣秀吉朱印状（写）
天正15（1587）年カ11月15日 縦18．7cm 横103．7cm 徳養寺蔵

豊臣秀吉から龍造寺民部太輔（政家・龍造寺隆信の子）に宛てた朱印状の写しである。肥後一揆鎮撫などが箇条
書で書かれている。この日、龍造寺七郎左衛門（家晴）、鍋嶋飛騨守（勝茂）へも朱印状が出されている。

8
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しげ つぐ

諫早茂圖公像（第11代領主）
江戸時代 縦132．5cm 横54．0cm 天祐寺蔵

諫早茂圖公（1746～1815）は、第8代茂行公の三男
として生まれ、明和6（1769）年兄である第10代茂
成公を継ぎ、第11代となる。在職期間は歴代領主の
中で最も長い。法名は徳明軒殿慈心澤雲大居士。

11

しげ もと

諫早茂元公像（第6代領主）
江戸時代 縦91．0cm 横49．5cm 天祐寺蔵

諫早茂元公（1665～1694）は、第4代茂眞公の五男
として生まれ、兄である第5代茂門公の跡を継ぎ、
延宝8（1680）年第6代となる。法名は撮空軒主賢
忠實良居士。

9

しげ ゆき

諫早茂行公像（第8代領主）
江戸時代 縦89．2cm 横39．4cm 諫早市美術・歴史館蔵

諫早茂行公（1714～1765）は、第7代茂晴公の二男
として生まれ、享保17（1732）年第8代となる。法
名は雲龍軒殿威霖道澍。

10
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しげ たか

諫早茂喬公像（第13代領主）
江戸時代 縦106．0cm 横42．0cm 天祐寺蔵

諫早茂喬公（1824～1847）は、第12代茂洪公の四男
として生まれる。弘化2（1845）年第13代となる。
法名は龍俊院殿帯岳興雲大居士。

14

しげ ひろ

諫早茂洪公像（第12代領主）
江戸時代 縦108．0cm 横43．0cm 天祐寺蔵

諫早茂洪公（1797～1845）は、第11代茂圖公の長男
敬輝の長男として生まれる。茂圖公の隠居にともな
い文化9（1812）年第12代となる。法名は徳巖院殿
義運全忠大居士。

12

しん きょう いん

心鏡院像（第13代茂喬公室 民）
江戸時代 縦106．0cm 横42．0cm 天祐寺蔵

佐賀藩第9代齊正公の十八女として生まれ、弘化2
（1845）年第13代茂喬公へ輿入れする。法名は心鏡
院殿光顔常輝大姉。

15

ちょう げつ いん

澄月院像（第12代茂洪公室 澄）
江戸時代 縦108．0cm 横43．0cm 天祐寺蔵

鹿島藩第6代直宣公の三女として生まれ、文化11
（1814）年第12代茂洪公へ輿入れする。法名は澄月
院殿松巖仙壽大姉。

13
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たけ はる

諫早武春公像（第15代領主）
江戸時代 縦102．0cm 横41．0cm 天祐寺蔵

諫早武春公（1847～1862）は、第13代茂喬公の長男
として生まれる。嘉永5（1852）年第15代となる。
法名は恭徳院殿温冲良潤大居士。

17
しげ たね

諫早茂孫公像（第14代領主）
江戸時代 縦105．0cm 横42．5cm 天祐寺蔵

諫早茂孫公（1825～1866）は、第12代茂洪公の七男
として生まれる。嘉永元（1848）年第14代となる。
法名は長栄院殿無敵高健大居士。

16

哲仙院像（第11代茂圖公長男敬輝室 哲）
江戸時代 縦116．0cm 横42．0cm 天祐寺蔵

19
てつ せん いん

哲仙院像（第11代茂圖公長男敬輝室 哲）
江戸時代 縦127．0cm 横54．0cm 天祐寺蔵

佐賀藩第8代治茂公の三女として生まれ、寛政7
（1795）年第11代茂圖公の長男敬輝へ輿入れする。
敬輝は茂圖公より先に逝去する。文政8（1825）年
建立の諫江八十八ヶ所を発願。法名は哲仙院殿月心
清光大姉。

18
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えい ほう いん

英芳院像（第12代茂洪公二女 英）
江戸時代 縦146．0cm 横75．0cm 天祐寺蔵

第12代茂洪公の二女として生まれ、天保3（1832）
年佐賀藩第9代齊正公の養女となる。法名は英芳院
賢室妙貞大姉。

21
みょうしょう いん

明照院像（第16代一学公室 婉）
江戸時代 縦107．7cm 横41．0cm 天祐寺蔵

蓮池藩第8代直興公の長女として生まれ、文久2
（1862）年第16代一学公へ輿入れする。法名は明照
院貞質智光大姉。

20

てん そう いん

天聰院像（第16代一学公 子息）
江戸時代 縦104．5cm 横43．0cm 天祐寺蔵

法名は天聰院殿辟臨廱光大童子。

23
ち きょう いん

智鏡院像（第16代一学公女 規）
江戸時代 縦88．0cm 横39．5cm 天祐寺蔵

法名は智鏡院殿玉操自負禅童女。

22

17



おん いち じ ご はい りょう かき つけ

御一字御拝領書附
諫早市美術・歴史館蔵

諫早家では家督相続の際に佐賀藩主より「茂」の一字を拝領している。
①第11代茂圖公 明和8（1771）年10月1日 縦51．8cm 横67．0cm
②第12代茂洪公 文化9（1812）年12月1日 縦51．9cm 横66．0cm
③第13代茂喬公 弘化2（1845）年12月1日 縦52．8cm 横64．5cm
④第14代茂孫公 嘉永元（1848）年6月15日 縦52．8cm 横64．5cm
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